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　　　　　　　　諏訪湖周辺の変成岩

一横河川変成岩・下諏訪変成岩・三波川変成岩一

三　好　壮一郎＊

1　は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　　　　よこかわがわ
　諏訪湖北方，フォッサマグナ内の横河川地域および
し　もすわ

下諏訪地域には古くから結晶片岩や，緑色岩が分布す

ることが知られている（第1図）．この地域は中央構

造線とフォッサマグナが交差する地点であり，フォッ

サマグナ内の中央構造線の延長問題やフォッサマグナ

の活動に結びつけて論じられてぎた．

　横河川変成岩については山崎（1908），本間（1931）

などによりその存在が注目され，その後，河内ほか

（1966）により岩石記載が行なわれ，三波川変成帯の

フォッサマグナ内の延長として考えられた．一方，横

山（1989）は横河川地域の結晶片岩についてK－Ar

法による年代測定を行い，三波川変成岩よりはるかに

若い年代（23－28Ma）を得た．また，記載岩石学的事

実をあわせ，横河川変成岩は三波川帯に属さないと考

えた．

　下諏訪変成岩について，本間（1931），沢村・大和

（1953）は第三系守屋累層が石英閃緑岩類の貫入によ

り接触変成と変形を受けてできたものと考えた．一

方，相馬（1975）は下諏訪変成岩は石英閃緑岩類の貫

入以前にすでに形成されていたものとしている．諏訪

の自然誌・地質編編集委員会（1975）は下諏訪変成岩
　　　　　いりかさカヤまなし
は赤石山地入笠釜無地域の三波川系の緑色片岩および

横河川地域の結晶片岩に似ており，三波川変成岩に属

するものであると述べている．

　小論では横河川地域・下諏訪地域の変成岩地域の地

質について述べるとともに，変成岩類の岩石記載をあ

わせ，L伊那地域の三波川変成岩・御荷鉾緑色岩類と

の比較検討をおこなう．

H．横河川地域

　横河川変成岩は横河川の上流，中沢の起点付近から

中流の棚小場付近にかけて南北2．5㎞，東西500m～1

㎞の帯状の分布を示す（第2図）．西縁は断層により

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たな　こ　ば蛇紋岩と接し，この蛇紋岩はさらに断層により棚小場

黒色泥岩層（前期中新世後期～中期中新世初期：公文
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　　　　　　　　　　　　　　　第2図　横河川地域地質図

1，塩嶺累層；2，庵倉沢緑色凝灰岩層；3～5，横河川累層（3，檜沢川凝灰砂岩層；4，横河

川礫岩層；5，棚小場泥岩層）；6～8，横河川変成岩（6，泥質片岩；7，塩基性片岩；8，苦

鉄質岩）；9，蛇紋岩；10，安山岩質貫入岩；11，石英閃緑岩；12，ひん岩；13，点紋帯；14，断

層；15，片理面構造・線構造
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いおくらさわほか，1990）に接している．北縁・東縁は庵倉沢緑色

凝灰岩層（中新世後期：吉野，1976）に不整合に覆わ

れている（L．147）．南縁は庵倉沢緑色凝灰岩層とと
　　えんれい
もに塩嶺類層（鮮新世後期～更新世前期：吉野，197

6）に不整合に覆われている（L．211）．なお，庵倉沢

の合流点から上流1．5㎞付近の庵倉沢緑色凝灰岩中に

は庵倉沢に沿って幅約50mの主に泥質片岩からなる小

岩体が露出している．

1．岩相

　横河川変成岩は，主に泥質片岩からなりほかに塩基

性片岩・珪質片岩および少量の苦鉄質岩から構成され

る．これらにはいずれも片理が発達している．

　塩基性片岩の層厚は50m以下であり，泥質片岩に挟

まれ分布する．これらは横河川変成岩の分布方向であ

るNNE－SSW方向にほぼ平行している．苦鉄質岩は

庵倉沢の転石としてのみみられる．庵倉沢の中沢との

合流点付近の結晶片岩中には長さ30m，幅約10mの小

規模な蛇紋岩の露出がみられ，これらはほぼ結晶片岩

類の片理面の走向方向に伸びている．

2．構造

（i）面構造・線構造

　結晶片岩類の片理の多くは走向NS～N40。Eで，

傾斜はほぼ垂直である．片理は原岩の層理面とほぼ一

致し，西縁の断層の向ぎに平行である．中沢の横河川

との合流点より北の，特に点紋帯地域では次第に東よ

りの走向となる．傾斜は60。～90。で東または西に100

m～200mの周期で変化する．

（ii）断層

　横河川変成岩類と蛇紋岩の境界の断層は諏訪の自然

史地質編編集委員会（1975）により横河川断層A，

B，Cと呼ばれたもののうちAにあたる．断層の走向

はNNE－SSW方向で，傾斜は菅の沢と横河川の合流

点の上流100m付近で60～70。Wであるが多くは垂直に

近い．横河川断層Aはフォッサマグナ内における中央

構造線の延長であると考えられている（吉野，1976）．

また，この地域にはEW～NW－SE方向の断層系が

発達している．これらの断層により変成岩体はいくつ

かのブロックに区切られている（第2図）．

3．岩石記載

（a）泥質片岩

　泥質片岩は黒色または暗灰色を呈し，白雲母・緑泥

石の定向配列による顕著な片理構造を示す．やや珪質

な全岩組成のものが多い．

　主要構成鉱物は，石英・曹長石・白雲母・緑泥石・
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緑れん石で，他にざくろ石・電気石・カルシウム角閃

石が含まれることもある．また，少量のスフェーン・

鉄鉱・炭質物を含む．顕著な縞状構造が発達し，主に

石英・曹長石が優白色層を形成し緑泥石，炭質物が優

黒色層を形成している．各鉱物の特徴は以下のとおり

である．

　曹長石はざくろ石帯において斑状変晶を形成し，長

径0．4～1．0㎜程度．非対称プレッシャーシャドウを伴

う．炭質物・白雲母を包有することが多い．また，自

形の電気石を包有する場合もある．プレヅシャーシャ
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ドウは白雲母・緑泥石からなる．

　緑泥石は長径0．1㎜程度の自形～半自形．伸長の符

号が正のものが多いが，負のものもみられ，時に両者

が共存する．淡緑色で多色性はほとんどなく，干渉色

は褐色または暗青色の異常干渉色を示す．

　縁れん石は無色から淡黄色の弱い多色性を示す．径

0．1～0．4㎜位の紡錘形の結晶が，片理面や石英・曹長

石の粒間に散在する．

　ざくろ石はざくろ石帯にのみに見られる．径0．2～

0．4㎜程度の自形結晶で，片理面を形成する白雲母に

富む層によく見られる．変質により緑泥石・緑れん石

に置換されているものが多い．

　カルシウム角閃石は長径の0．1～0．2㎜程度半自形～

他形結晶である．X＝淡緑色，Y二緑色，Z＝濃緑

色～青緑色で消光角は約9。．中の沢中流のL106の

カルシウム角閃石はプルアパート構造を示している．

（b）塩基性片岩

　塩基性片岩は一般に緑色でまれに暗青色を呈す．片

理は主に緑泥石・白雲母の定向配列によるが，泥質片

岩に比べやや弱い．

　主要構成鉱物は緑泥石・緑れん石・白雲母・カルシ

ウム角閃石・曹長石・石英などで，少量の方解石・ス

フェーン・鉄鉱を含むことがある．曹長石・石英が優

白色層を形成し，その他の鉱物が優黒色層を形成す

る．

　緑泥石は径0．1㎜程度，淡緑色で弱い多色性を示す．

ざくろ石帯においては曹長石斑状変晶中に包有される

ものがある．多くは暗青色または褐色の異常干渉色を

示す．点紋帯には伸長の符号が負のものが多い傾向が

ある．

　緑れん石は長径0．1～0．4㎜程度の紡錘形で片理面と

平行に配列している．無色～淡黄色．中心部から周縁

部に向かって干渉色が低くなる累帯構造が見られる．

　カルシウム角閃石は片理面上に配列するものと，無

方向に成長しているものとがある．片理面上に配列す

るものは自形～半自形の長柱状または繊維状で，長径

0．1～0．2㎜程度のものが多い．これらは片理面上で線

構造を示す．多色性は，X＝淡黄緑色，Y＝緑色，Z

＝緑色で，消光角は約15～20。．方向性を持たないカ

ルシウム角閃石は中沢と庵倉沢の合流点下流のL3な

どでみられ，これらは長径0．1～0．2㎜程度の針状また

は長柱状の結晶で，多くは半自形である．多色性はX

＝淡黄色，Y＝緑色，Z二淡緑色，消光角は16～25。で

ある．塩基性片岩のなかでカルシウム角閃石を含むも

のは白雲母を含まない．

　曹長石はざくろ石帯において斑状変晶を形成してい

る．径0．4～LO㎜程度で非対称プレッシャーシャドウ

を伴う．プレッシャーシャドウはほとんど緑泥石で構

成されている．炭質物・緑泥石を包有している．

（c）苦鉄質岩

　苦鉄質岩は縞状構造を示すものと塊状のものがあ

る．

　縞状構造を示すもの（L146）は片理の発達は弱い．

構成鉱物は残留鉱物として，単斜輝石・斜長石，変成

鉱物として，緑泥石・緑れん石・斜長石・スフェーン

・鉄鉱がある．

　単斜輝石は自形から半自形で一部に機械的に破壊さ

れたような組織のものもある．径0．1～0．6mm．砂時計

型の累帯構造を示すことが多い．結晶には長径0．2㎜

程の長柱状のくぼみがいくつか見られ，原岩のサブオ

フィティック組織の痕跡と考えられる．

　斜長石はソーシュライト化している．円形から紡錘

形をした0．1～0．2㎜の虫食い状の構造が見られ，内部

を緑泥石が充填している．

　緑泥石ば片理面を構成する．単斜輝石の周囲にプ

レッシャーシャドウを形成することがある．淡緑色で

多色性は弱い．干渉色は暗青色で，伸長の符号は正の

ものが多い．

　緑れん石は長径0．1～0．6㎜程度の紡錘形のものが多

い．淡黄色～淡褐色を示す．片理面上に配列して緑泥

石と共に片理を形成している．

　塊状の苦鉄質岩は，庵倉沢の入り口付近（L．440）

に転石として認められる．主要構成鉱物はカルシウム

角閃石・単斜輝石・緑泥石・斜長石であり，他にス

フェーン・鉄鉱を含む．

　カルシウム角閃石には2種類みられる．一方は褐色

ホルンブレンドであり，他方は褐色ホルンブレンドの

周囲あるいは単独で存在している青緑色角閃石であ

る．

　褐色ホルンブレンドは長径0．2～0．4㎜の長柱状であ

り，周囲を青緑色角閃石が取り囲む．多色性は，X＝

淡黄褐色，Y＝赤褐色，Z＝褐色，消光角は約20。．

　青緑色角閃石はX＝淡赤緑色，Y＝緑色，Z＝青緑

色で消光角は約20。である．両者は漸移的に移りかわ

り明瞭な境界は引けない．また単斜輝石の周囲に薄く

青緑色角閃石がとり開むことがある．なお，長柱状の

褐色ホルンブレンドには弱い定向配列が認められる．

　単斜輝石は長径0．2～0．3㎜程度の半自形の結晶が多
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く，不規則な外形を示すことがある．多くは砂時計型

の累帯構造を示す．

4．横河川変成岩の変成作用

　泥質片岩の鉱物組合せとして，緑泥石を含みざくろ

石を含まないものを緑泥石帯，緑泥石とざくろ石を含

むものをざくろ石帯として区分した（第3図）．この

区分は四国中央部の三波川変成帯の泥質片岩におい

て，ざくろ石，黒雲母の出現により，低温部より緑泥

石帯・ざくろ石帯・黒雲母帯の3帯に区分されたもの

（東野，1975など）に基づいている．横河川地域には

四国の三波川帯で黒雲母帯に対比される変成岩は出現

しない．以下に，緑泥石帯，ざくろ石帯の泥質片岩と

両帯の塩基性片岩の鉱物組合せを示す．

緑泥石帯

　泥質片岩

　①　白雲母

　②白雲母一緑泥石

　③白雲母一緑泥石一方解石

　　石英・曹長石・緑れん石・炭質物・鉄鉱はすべて

　の組み合わせに含まれる．②の出現頻度が高く，③

　は低い．

塩基性片岩

④縁れん石一緑泥石

⑤緑れん石一緑泥石一方解石

⑥　緑れん石一緑泥石一白雲母

⑦緑れん石一緑泥石一白雲母一方解石

⑧　緑れん石一緑泥石一カルシウム角閃石

⑨　緑れん石一カルシウム角閃石

⑩緑泥石一カルシウム角閃石

　石英・曹長石・鉄鉱はすべての組合せに含まれ

る　⑥と⑨の出現頻度が高く，⑧は低い．

ざくろ石帯

　泥質片岩

　⑪　白雲母一緑泥石一ざくろ石

　　その他，石英・曹長石・緑れん石・炭質物・鉄鉱

　が含まれる．ときに電気石を含む場合もある．

塩基性片岩

⑫緑れん石一緑泥石

⑬　緑れん石一緑泥石一カルシウム角閃石

⑭　緑れん石一緑泥石一白雲母

⑮　緑れん石一緑泥石一白雲母一方解石

　石英・曹長石・鉄鉱はすべてに含まれる．特に⑭

の出現頻度が高く，⑫は低い．

　横河川変成岩は東部に緑泥石帯，西部にざくろ石帯

が分布しており，東から西に向かって変成度が高くな

る．河内ほか（1966）は泥質片岩・塩基性片岩にス

ティルプノメレンを含む鉱物組合せを報告しているが

今回の研究ではスティルプノメレンは発見されなかっ

た．なお，上記の鉱物組合せのうち河内ほか（1966）

が記載していない組合せは⑨⑬⑮である．

皿，下諏訪地域

1．地質
　　　　　　　　　　　　　　　　ひがしまた
　この地域は下諏訪町北部の砥川と東俣川，および
　　　　　　　　　　しょうち
丸山を挟んで反対側の承知川に囲まれた南北約3㎞，

東西約2㎞の地域である（第4図）．この地域には下

諏訪変成岩・第三紀深成貫入岩類（変輝緑岩・花崗岩

・石英閃緑岩・石英斑岩・粗粒玄武岩等）・塩嶺累層

（鮮新世後期～更新世前期：紫蘇輝石普通輝石安山岩

溶岩および同質の凝灰角礫岩）が分布する．

　相馬（1975）は承知川沿いに分布する変輝緑岩を下

諏訪変成岩に含めているが，今回記載岩石学的研究を

おこなった結果，これらは熱変成を受けた接触変成岩

であり下諏訪変成岩とは区別されることが明らかに

なった．

2．下諏訪変成岩

　下諏訪変成岩は下諏訪町北部の砥川両岸に石英閃緑

岩などの第三紀貫入岩類に分断された形でブ・ック状

に分布している．今回研究を行なったのは東俣川より

南の地域である．変成岩体の北部・南部・西部は石英

閃緑岩類・粗粒玄武岩に，東部は花崗岩に貫入され

る．丸山より北東の地域は塩嶺累層の紫蘇輝石普通輝

石安山岩・同質凝灰岩に覆われている．

　下諏訪変成岩は主に塊状または弱い片理を示す緑色

岩と片理の発達した泥質片岩・塩基性片岩・珪質片岩

などの結晶片岩類．角閃岩・変斑れい岩・コートラン

ダイト・蛇紋岩よりなる．緑色岩は変成岩体の大部分

を占め東部を中心に分布し，結晶片岩類は砥川に近い

西部に見られる．角閃岩は山の神の沢の上流（L．271）
　　　しめかけ
および注連掛東方（L．321）にそれぞれ岩相の異なる

ものが分布する．砥川沿いには変斑れい岩が露出して

いる．緑色岩体の中心部付近（L．45，77）にはコート

ランダイトが分布する．蛇紋岩は北部の石英閃緑岩中
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に小岩体が見られる．緑色岩・結晶片岩は片理構造を

示すが，貫入岩類の影響を受けて熱変成を受けた組織

が随所で観察される．

（1）構造

　面構造・線構造は結晶片岩ではよく発達している

が，緑色岩に於いては発達が悪い．丸山南方の御射山

林道沿い（L．31～34付近）の緑色岩の片理は，走向N

30。～60。E，傾斜はEまたはWに大ぎく変化する（第

4図）．一方，湯沢南方（L．378付近）の緑色岩の片理

はN60～80。Eである．線構造はあまり明瞭ではない

が，L．31～34では角閃石の線構造がみとめられN30～

60。WでNまたはSに中程度傾斜しているものが多い．

結晶片岩の片理面上にN30～70。E・30～60。の方向の

伸張線構造が発達する．

（2）岩石記載

a．緑色岩

　緑色岩は多様な岩相を示すが，構成鉱物の大部分が

青緑色角閃石からなるという点で共通している．緑色

岩は原岩の火成岩起源と考えられる単斜輝石・褐色ホ

ルンブレンドの残晶や仮晶をもつものから完全に緑色

岩化したものまである．また，組織のうえでは，片理

の発達したものから，ドレライト組織をもつもの，接

触変成作用の結果と考えられる塊状のものまである．

杏仁状の構造が見られるものがあり，内部は角閃石・

斜長石が充填している．

　主要構成鉱物はカルシウム角閃石・斜長石で副成分

鉱物として単斜輝石・緑れん石・緑泥石・方解石・石

英・スフェーン・鉄鉱を含む．また，まれに黒雲母を

含む．片理面は主に緑泥石がつくり，鉄鉱が片理面に

沿って配列していることが多い．

　角閃石は産状より次の4つに区分できる．（a）褐色ホ

ルンブレンド，（b）片理面上に配列する青緑色角閃石，

（c）方向性を持たない青緑色角閃石，（d）褐色ホルンブレ

ンド・単斜輝石の縁部を置換する角閃石，である．

（a）褐色ホルンブレンド（緑色岩体南西部のL44と

46にみられる）

　長径0．4㎜程度で自形～半自形，方向性を持たない．

多色性は，X＝淡褐色，Y二濃赤褐色，Z二赤褐色．

消光角は約14。．縁部を青緑色角閃石に置換されてい

るものが多く，その境界の形は多くの場合楕円形で比

較的明瞭である．

（b）片理面上に配列する青緑色角閃石

　片理面しに定向配列し，線構造を形成している．多

色性はX二淡黄色，Y＝黄緑色，Z＝青緑色～淡緑

色．ときに多色性のきわめて弱いものもある．消光角

は約22。．

（c）方向性を持たない青緑色角閃石

　量の多少はあるが，この地域のほとんどの緑色岩に

見られる．長径0．1～1．Ommで大きさが様々である．

（図版1－2）．多色性はX＝淡黄色，Y＝緑色，Z＝

濃青緑色～淡青緑色で片理面を形成する青緑色角閃石

に比べてやや濃い色を示すことが多い．消光角は約

20。．L．58－4の岩石ではほとんどが青緑色角閃石から

なり，グラノブラスティックな組織を示す．

（d）褐色ホルンブレンド・単斜輝石の縁部を置換する

角閃石（L．44）

　ほとんど無色で多色性は弱く，消光角は約15。．

　なお，上記の（b）（c）の角閃石のX線マイク・アナライ

ザーによる分析の結果，これらは1．M．A．（1978）の

ferroan　pargasiteまたはmagnesian　hastingsiteの組

成である．

　単斜輝石（L．44，355で認められる）は短柱状で長

径0．3～LO㎜程度で自形から半自形．種々の程度に青

緑色角閃石に置換されている．プルアパート構造が認

められることがある（L．44）．柱状の単斜輝石が非対

称プレッシャーシャドウを伴うことがあり，プレッ

シャーシャドウは多色性のごく弱い角閃石（上記の（b）

にあたる）からなる．上記以外の地点でも単斜輝石の

仮晶と考えられる短柱状の青緑色角閃石の結晶がみら

れる．

　斜長石は他形で角閃石の粒間をうめて存在する．径

0．lmm程度のものが多いが，ときに0．2～0．4㎜程度で

双晶をしめす半自形結晶も見られる．

　鉄鉱は径0．1mm以下の粒状の集合体や，径0．5mm程度

の不定形の結晶として存在する．東俣川付近のL．

280．282，284，288では特に鉄鉱の量が多いる．

　黒雲母は緑色から無色の多色性を示すものと，橙色

から赤褐色の多色性を示すものがある．いずれも脈中

のものが多い（L．32－1．58－4．284．288．）．

b．泥質片岩

　泥質片岩は黒色または暗灰色で，片理は主に白雲母

の定向配列により形成されている．

　■主要構成鉱物は石英・曹長石・白雲母で副成分鉱物

はカルシウム角閃石・緑泥石・緑れん石で方解石・ス

フェーン・鉄鉱・炭質物を含む．石英・曹長石が優白

質層を形成し緑泥石・鉄鉱・炭質物が優黒質層を形成

する．

　白雲母は片理面に沿って定向配列している．径0．2
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㎜程度のものが多い．カルシウム角閃石は片理面上に

わずかに見られる．多色性はX＝淡緑色，Y＝緑色，

Z＝淡青緑色で消光角は約10。．緑泥石は白雲母と共

に片理面を形成するが量は多くない．伸長の符号が正

のものが多い．多色性はほとんど無く淡緑色のものが

多い．暗青色または褐色の異常干渉色が見られる．優

白質層中の石英・曹長石の間隙に成長しているものも

見られる．曹長石は微細なものが多く径0．1～0．2㎜程

度の他形．

c．塩基性片岩

　塩基性片岩は緑色から淡緑色を呈し，縞状構造が発

達する．緑泥石の走向配列による片理が発達する．

　主要構成鉱物は緑泥石・緑れん石・カルシウム角閃

石・石英・曹長石で，方解石・パンペリー石・ス

フェーソ・鉄鉱を含む．緑泥石は白雲母と共に片理面

を形成する．淡緑色の弱い多色性を示す．伸長の符号

は正のものが多い．干渉色は暗青色から褐色を示す．

カルシウム角閃石は片理面上に走向配列する．長径0．

1㎜程度の自形から半自形柱状である．多色性はX＝

淡緑色，Y＝緑色，Z二淡青緑色で消光角は約10。．曹

長石は長径0．1～0．2㎜程度の他形結晶が多い．

d．角閃岩

　組織の異なる2つのタイプに分けられる．（a）粗粒の

半自形から他形の角閃石が弱い方向性を持つもの（L．

321），（b）粒径のそろった半自形の角閃石からなり，そ

れらが定向配列を持つもの（L．271），である．

　（a）は主に褐色ホルンブレンドと斜長石からなる．褐

色ホルンブレンドは長径0．2～0．6㎜程度の半自形結晶

が多い．多色性はX＝淡黄色，Y＝淡緑褐色，Z＝緑

褐色．消光角は約10。．周囲または全部が青緑色角閃

石に置換されている．斜長石は長径0．2～0．8㎜程度の

他形．ほとんどソーシュライト化しているが双晶の痕

跡が観察されることがある．

　（b）は明瞭な線構造を示す葉片状の青緑色角閃石より

なる角閃岩．主要構成鉱物は青緑色角閃石・斜長石で

他に小量の緑泥石・鉄鉱からなる．鉄鉱の片理面上の

配列が著しくないこと，ほとんどが角閃石よりなるこ

と等により緑色岩と区別される．

　青緑色角閃石は長径0．3～0．4㎜程度で半自形長柱状

である．緑色～青緑色を示す．消光角は約15。である．

斜長石はわずかではあるが，径0．2～0．3㎜程度の紡錘

形の結晶が青緑色角閃石の粒問に存在する．緑泥石の

径0．2～0．4㎜程度の球状の集合体が少量みられる．こ

の緑泥石は伸長符号が正で暗青色の異常干渉色を示

す．

e．変斑れい岩

　変斑れい岩は下諏訪変電所北方の砥川河床（L381，

408－e）に見られる．主要構成鉱物は単斜輝石・角閃

石・斜長石・緑れん石で，他にりん灰石・スフェーン

・鉄鉱・黒雲母を含む．

　単斜輝石は長径0．5～1．0㎜程度で自形から半自形の

ものが多い．種々の程度に角閃石に置換されている．

一部には柱状のソーシュライト化した斜長石（長径

0．3～0．8㎜程度）とオフィティックな関係が観察され

る．

　角閃石は青緑色角閃石と褐色ホルンブレンドに分け

られる．

　青緑色角閃石は長径0．1～0．3㎜程度．半自形から他

形が多い．多色性はX＝淡緑色～無色，Y＝淡青緑

色，Z＝青緑色～淡緑色で消光角は約20。．単斜輝石

を置換しているものも光学的性質は同じである．砥川

沿いのし．407－eでは褐色ホルンブレンドが見られる．

多色性は，X＝淡褐色，Y＝淡褐色，Z＝赤褐色で消

光角は約20。である．

　斜長石は長径0．8～1．0㎜程度の自形から半自形のも

のが多い．単斜輝石とオフィティックな関係にあるも

のもある．L．407－eではほとんどのものがソーシュラ

イト化している．

f．コートランダイト

　この岩石は緑色岩体中央部の新町東方の沢沿い（L．

45，77，349）で見られる（図版1）．

　主要構成鉱物はかんらん石・褐色ホルンブレンド・

単斜輝石・黒雲■母で他に多色性の弱い緑色角閃石・緑

泥石・蛇紋石・鉄鉱を含む．褐色ホルンブレンドと単

斜輝石には長径0．2～0．5mmの自形のかんらん石がポイ

キリティックに包有されている．これら組織は不均一

で，部分的に褐色ホルンブレンドが多かったり，単斜

輝石が多かったりする．包有されるかんらん石の大き

さも変化する．

　この岩石について相馬（1975）は変斑れい岩として

報告している．これに類似した岩石は中山ほか（198

3），中山（1983）は，紀伊半島西部の畔田から楠本にか

けての三波川帯よりコートランダイト岩体として報告

している．これらの岩石は変斑れい岩を伴うとされ，

その鉱物組合せは本地域の変斑れい岩と類似してい

る．大貫ほか（1988）静岡県浜名湖北東方の都田川周

辺の御荷鉾緑色岩中に，異付加集積岩組織を示す蛇紋

岩化ウェールライトを報告している．鉱物組合せ等の
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詳細は不明であるが組織は非常に類似している．

　本地域のコートランダイトでは，かんらん石は径0．

2～0．5㎜程度の自形または半自形でほとんどが褐色ホ

ルンブレンド・単斜輝石にポイキリティックに包有さ

れている．一部に褐色ホルンブレンド・単斜輝石の粒

間に自形で存在するものもある．かんらん石はほとん

どが蛇紋石化しており，中心部にわずかに残晶がみら

れることがある．

　褐色ホルンブレンドは長径1．0㎜程度の自形から半

自形で多色性はX＝茶褐色，Y＝褐色，Z＝濃褐色で

消光角は約20。．かんらん石をポイキリティックに包

有する．結晶の周囲および蛇紋石化したかんらん石の

仮晶の縁片部には多色性の弱い緑色角閃石が置換して

いる．

　単斜輝石はほとんど緑泥石化している．径0．8～1．0

㎜程度のものが多い．かんらん石をポイキリティック

に包有している．

　黒雲母は褐色から暗褐色の多色性を示す．変質が進

み，細粒の鉄鉱を析出していることが多い．長径

0．2～0．5㎜程度．

g．蛇紋岩

　蛇紋岩は北部の石英閃緑岩体中（L．307）に小規模

に分布する．

　主に蛇紋石からなり他に放射状の滑石を含む．滑石

は蛇紋石の間に半径0．2～1．0㎜程度の同心放射状の結

晶が点在して成長している．淡褐色のごく弱い多色性

を示す．

　蛇紋石は0．1㎜以下の細粒の結晶の集合として産出

する．

（3）下諏訪変成岩の変成作用

　下諏訪変成岩の変成鉱物組合せは以下のとおりであ

る．

　⑨　カルシウム角閃石一黒雲母

　曹長石・鉄鉱はすべての組合せに含まれ，まれに石

英も含まれる．①④の出現頻度が高い．

泥質片岩

⑩　緑れん石

⑪縁れん石一緑泥石

⑫カルシウム角閃石一方解石

⑬　緑泥石

　石英・白雲母・曹長石・炭質物はすべての組合せに

含まれる．⑪の出現頻度が高い．

塩基性片岩

　⑭カルシウム角閃石一緑泥石一緑れん石一白雲母

　　　一方解石

　⑮　カルシウム角閃石一緑泥石一白雲母一方解石

　石英・曹長石はすべての組合せに含まれる．

角閃岩

　⑯　カルシウム角閃石一曹長石一緑泥石（±残留褐

　　　色ホルンブレンド）

　⑰カルシウム角閃石一曹長石

変斑れい岩

　⑱カルシウム角閃石一緑泥石一緑れん石

　他に残留褐色ホルンブレンド・残留単斜輝石を含

　　　む．

コートランダイト

　⑲カルシウム角閃石一緑泥石一蛇紋石

　他に残留褐色ホルンブレンド・残留単斜輝石を含

む．

皿．伊那地方の三波川帯・御荷鉾帯

緑色岩

　①カルシウム角閃石一緑れん石一（±残留単斜

　　　輝石）

　②　カルシウム角閃石一緑れん石一方解石

　③カルシウム角閃石一緑れん石一黒雲母

　④カルシウム角閃石一緑れん石一緑泥石

　⑤　カルシウム角閃石一緑泥石（±残留単斜輝石

　　　±残留褐色ホルンブレンド）

　⑥　カルシウム角閃石一緑泥石一黒雲母

　⑦カルシウム角閃石一緑泥石一方解石

　⑧カルシウム角閃石一方解石

　赤石山北部には中央構造線から東方へ，三波川帯，

御荷鉾帯，秩父帯の南北方向の帯状構造が認められ

る．御荷鉾帯の東縁部には戸台構造帯が分布する．

　伊那地域の三波川変成岩は松島（1956），橋本（196

0），Watanabe（1977），河内ほか（1983）等により地

質学的・岩石学的な研究がなされた．河内ほか（198

3）は三波川帯と御荷鉾緑色岩の境界部に岩入衝上断

層が存在するとした．この断層は層面片理面に平行で

ある．松島（1975a，b）は御荷鉾帯中にみられる非

変成の礫岩・砂岩泥岩互層よりなる戸台層をはさむ戸

台構造帯を衝上断層として，西側の三波川帯が秩父帯
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に衝トしていると考えた．橋本（1960）は二三波川帯か

ら秩父帯にかけて層序は一連整合であると考えてい

る．河内ほか（1983）と橋本（1960）の一三波川帯と御

荷鉾帯の区分は位置的に一致している．また，

Watambe（1977）による大花沢断層は岩入衝上断層

の延長に相当するが，Watanabe（1977）は大花沢断層

を三波川帯内部の断層としている．御荷鉾帯の東縁に

は戸台構造帯が存在する（河内ほか，1983）．

　今回は横河川変成岩・下諏訪変成岩との岩石学的比

較のために，上伊那郡長谷村の黒川流域および三峰川

の小瀬戸峡付近で三波川変成帯から御荷鉾帯にかけて

の連続的な試料採取と岩石記載を行った．本研究では

■一tg川帯と御荷鉾帯の境界を河内ほか（1983）にした

がい岩入衝一上二断層とした．

（1）地質と岩相

　この地域では，三波川帯は南北に細長く分布し，最

大幅は約3㎞である．主に結晶片岩と蛇紋岩からな

る．結晶片岩の大部分は泥質片岩で，他に厚さ10～50

mの塩基性片岩層が5～8枚はさまれている．また，

珪質片岩・砂質片岩・石灰質片岩をはさむ．黒川沿い

では中央構造線から250m以内で最大径0．5mmの曹長石

斑状変晶（点紋）が見られる．結晶片岩の層面片理は

走向NS～NNE－SSWで，東へ30。～70。傾斜する．結

晶片岩にはちりめんじわ褶曲がよく発達し，線構造は

NNEまたはSSW方向で水平または低角でプランジ
する．

　一方，御荷鉾帯は三波川帯に沿って南北に細長く分

布し，最大約3㎞の幅をもつ，層面片理の走行・傾斜

は三波川帯と調和的である．主に緑色岩・結晶片岩・

蛇紋岩からなる．蛇紋岩の割合は三波川帯に比べて多

い．

　緑色岩は玄武岩質溶岩・枕状溶岩・ハイア・クラス

タイト・ドレライト・斑れい岩など（木下，1980）か

らなる．結晶片岩は泥質片岩・塩基性片岩・珪質片岩

などからなる．御荷鉾帯の多くは緑色岩によって占め

られている．結晶片岩類は西部に集中している．緑色

岩は縞状構造を持つが片理の発達は結晶片岩に比べて

弱い．

（2）変成岩と変成作用

　この地域の変成作用についての研究はこれまでに橋

本（1960），Watanabe（1977），河内（1983）によって

おこなわれている．

　橋本（1960）は上伊那郡地域長谷村周辺の戸台川層

（秩父帯）を第1帯，鷹岩層（御荷鉾緑色岩類）を第

1帯，黒河内層（三波川帯）を第皿・W帯に分帯し，

変成岩の鉱物組合せの記載と変成作用の検討を行っ

た．今回対象となるのはこれらのうち1～W帯であ
る．

　橋本（1960）によれば，1帯は再結晶作用が完全で

はなく砂岩源あるいは塩基性火成岩源の変成岩は原岩

の組織を残している．第1帯はアルカリ角閃石が普遍

的に現れること，一部にローソン石を含む岩石が現れ

る．塩基性溶岩や貫入岩に由来する塊状の緑色岩には

単斜輝石・角閃石の残晶を含むが，大部分の岩石は原

岩の組織を失っている．また，結晶片岩には明瞭な片

理が発達する．皿・F帯では再結晶作用は進行してお

り，ほとんどの岩石が完全に結晶片岩化している．W

帯では曹長石斑状変晶が観察され，ざくろ石・電気石

を含む．

　橋本（1960）はアルカリ角閃石・・一ソン石の存在

から1帯からW帯までを藍閃変成作用（藍閃石片岩

相）であるとした．Watanabe（1977）は本地域の南方

の大河原地域で，とくに塩基性岩に注目して変成分帯

をおこなった．それによると1帯から皿帯（橋本，19

60の1帯からW帯の地帯）の変成作用はアクチノ閃石

一緑泥石一緑れん石一曹長石一石英の鉱物組合せにア

ルカリ角閃石が出現することから緑色片岩相から藍閃

石片岩相に相当するとしている．

V．考 察

　本論では横河川変成岩体・下諏訪変成岩体の所属を

明らかにするのを目的として両変成岩体の地質学的・

岩石学的研究を行なってきた．以下に両変成岩体の所

属についての検討を行なう．

1．横河川変成岩

（1）変成作用

　横河川地域の変成君は緑泥石帯からざくろ石帯にか

けての変成度を示す．藍閃片岩相に特徴的なアルカリ

角閃石や・一ソン石は見いだされなかったが，緑色片

岩相から一部は緑れん石角閃岩相低温部の変成作用を

被っていると考えられる．スティルプノメレン・パン

ペリー石が見いだされないことを除けば，伊那地域の

三波川変成岩と類似している．

　このことはすでに河内ほか（1966）により指摘され

ているように，横河川変成岩が上伊那地域と同様の緑

色片岩相から藍閃石片岩相の三波川式の変成を被った

として矛盾しない．

（2）構造
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　■卜伊那地域の三波川変成帯では中央構造線よりに点

紋片岩が分布している．また，層面片理は中央構造線

にほぼ平行である．横河川変成岩の西緑の横河川断層

が，占野（1976）の述べたように中央構造線の延長で

あるなら，点紋帯の分布，層面片理面の伸長方向につ

いても上伊那の一三波川帯とよく一致している．

　横河川変成岩には初期の褶曲軸をもう一つの褶曲軸

が変形するような，2つの変形時階を示す構造が観察

される．Faure（1985），Simizu（1988），Banno＆Sakai

（1989）は四国中央部や関東山地で三波川変成岩の変

形について検討を行い，三波川変成岩にはの変形には

2回または3回の変形が重複しているとしている．

　以上を考え合わせると，横河川変成岩はフォッサマ

グナ西部における上伊那地域の三波川変成岩のフォッ

サマグナ内の延長と考えられる．

　一方，横山（1989）は横河川変成岩についてK－Ar

法による放射年代測定（鉱物は不明）を行い，

23Ma～28Maという年代を得た．また，超塩基性岩中

に斜方輝石が，変成岩中にグ・ッシュラー成分に富む

ザク・石が存在することから横河川変成岩は三波川変

成岩ではなく中央構造線付近にある別の変成帯である

とした．

　三波川変成岩の変成年代は各地で報告があるが，上

伊那地域南部の分杭峠付近では柴田・高木（1988）が

白雲母のK－Ar年代測定を行い57．8～65．9Maの年代

を得た．これらの年代は横山の指摘のとおり，横河川

変成岩とは大ぎく食い違っている．

　しかし，この地域には中期中新世の石英閃緑岩等の

深成岩類が貫入している．また，各地で棚小場泥岩層

（中期中新世）が熱水による珪化を受けているのが観

察される．横河川変成岩の分布地域内には貫入岩体は

みられないが，塩基性片岩の片理を切って成長するカ

ルシウム角閃石が観察され，横河川変成岩が，接触変

成作用の影響を受けている可能性が強い事を示す．し

たがって，横山（1989）の横河川変成岩のK－Ar年代

についても接触変成作用による若返りを考慮する必要

がある．

　横山（1989）がのべた超塩基性岩中の斜方輝石につ

いては，今回の研究ではその存在は確認でぎなかっ

た．Mori＆Banno（1973）は四国中央部三波川変成岩

体の東赤石かんらん岩体中にざくろ石ウエブステライ

ト・ざくろ石斜方輝石ウエールライトを報告してい

る．また，Yokoyama（1980）は四国中央部■三波川変成

岩体の肉渕かんらん岩体に斜方輝石を報告している．

さらに，グ・ッシュラー成分に富むざくろ石について

はBanno（1964）が四国中央部三波川帯の東平角閃岩

体の石灰質岩中において記載している．このようなざ

くろ石は超塩基性岩体に伴うロジン岩中にもしばしば

見られる．したがって横山（1989）が述べたようなグ

・ッシュラー成分に富むざくろ石や斜方輝石の存在

は，横河川変成岩が三波川変成岩ではないという積極

的な証拠にはならない．

2．下諏訪変成岩

（1）変成作用

　上伊那地域の御荷鉾緑色岩類は，三波川帯と秩父帯

にはさまれ，それらは三波川変成作用を被っている

（橋本，1960；Watambe，1977；河内ほか，1983な

ど）．橋本（1960），Watanabe（1977）によれば，上伊

那地域の御荷鉾帯の変成作用はパンペリー石一アクチ

ノ閃石相から藍閃片岩相の間の変成作用を被ってお

り，枕状溶岩・ドレライト・ハイア・クラスタイト・

変斑れい岩・青色片岩・泥質片岩・塩基性片岩・蛇紋

岩などが分布する．

　下諏訪変成岩は緑色岩・泥質片岩・塩基性片岩・角

閃岩・変斑れい岩・コートランダイト・蛇紋岩が分布

する．一方，この地域の花崗岩・石英閃緑岩は地表に

露出する部分よりもかなり大ぎな岩体であると考えら

れており（相馬，1975；諏訪の自然史地質編編集委員

会，1975），これらが下諏訪変成岩に接触変成作用の

影響を与えていると考えられる．相馬（1975）は下諏

訪変成岩には花崗岩に近づくにつれ変成度が上昇する

ような現象は見られないとしている．しかし，花崗岩

体に近接する承知川沿いの地域では緑色岩は，定向性

を持たないカルシウム角閃石からなり，接触変成作用

の影響を強く受けている．承知川より西の地域では

様々な程度で熱変成の影響が観察される．またこの地

域には，原岩の単斜輝石・褐色ホルンブレンドを残晶

として残す岩石も見られる．これは地下における花崗

岩類の分布の差によるものであると考えられるが，い

ずれにしても花崗岩類に近づくにつれて接触変成作用

の影響が強くなるという傾向が認められる．

　片理を構成しているカルシウム角閃石の光学的性質

は，接触変成作用で出来たと考えられる定向性を持た

ないカルシウム角閃石とよく似ており，両者はいずれ

も接触変成作用により再結晶したものと考えられる．

緑色岩のカルシウム角閃石が片理面に走向配列を示す

のは接触変成作用を受ける前の変成岩の組織を反映し

てカルシウム角閃石が再結晶したためと考えられる．
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　泥質片岩・塩基性片岩は緑色岩に比べて原岩の組織

をよく残している．これらは片理がよく発達しており

広域変成岩の組織を示し，点紋片岩こそ見られないが

横河川変成岩とよく似ている．鉱物組合せも横河川変

成岩の無点紋帯にほぼ対比でき，これらの点から緑色

片岩相の変成相が考えられる．

　緑色岩と結晶片岩類の片理面の方向はほぼNNE一

一SSW～NE－SWで一致する．また，両者の境界は

漸移的であるので連続性を持つと考えられる．接触変

成作用の影響の弱い地域では弱変成岩として縞状構造

の組織が残存しており，それらを切るように発達する

方向性のないカルシウム角閃石がみられる．これらの

ことは緑色岩が単に接触変成作用によって形成された

とは考えにくい．したがって，緑色岩は熱変成を被る

前の状態で，結晶片岩と同様の緑色片岩相の広域変成

作用を被った岩石であったと考えられる．

　下諏訪変成岩の緑色岩の組織についてはいくつかの

注目すべぎ点がある．湯沢上流の緑色岩の転石は残留

単斜輝石を含み，この単斜輝石にはドレライト組織と

考えられる組織が見られる．また，山の神東方500m

の付近ではドゥルーズの空隙をカルシウム角閃石が充

填している構造が見られる．これは上伊那地域のハイ

アロクラスティックブレッチャに見られるような発泡

の痕跡である可能性が強い．また，上記地点付近の緑

色岩にはやや粗粒の砕屑物を含む縞状構造の発達した

岩石がある．この組織は，上伊那地域の単斜輝石の砕

屑物を含むハイアロクラスティックシルト（またはサ

ンドストーン）に良く似ている．

　コートランダイトについては紀伊半島西部の三波川

変成岩において中山（1983）等の報告がある．この

コートランダイトは褐色ホルンブレンドと黒雲母を特

徴的に含み異付加集積岩の組織（Wagerαα1．，1960）

を示す．また，静岡県浜名湖北東方の御荷鉾緑色岩中

に同様の異付加集積岩組織を示す．ウエールライトと

して記載された岩石がある．これら岩石の組織はお互

いにきわめて良く似ており下諏訪変成岩体中のコート

ランダイトが三波川帯から御荷鉾帯にかけてのコート

ランダイトに対比でぎることを強く示唆している．な

お，伊那地域では領家帯中にコートランダイトの報告

があるが，これらは褐色黒雲母を含まないなど，下諏

訪地域のコートランダイトとは鉱物組成や組織のうえ

で違いがあり区別される．

（2）構造

　下諏訪変成岩の緑色岩には，はっきりとした層面片

理面は観察されず露頭も少ないために全体としての構

造は不明であるが，おおよそ層面片理の走向は

NNE－SSWからNE－SWといえる．上伊那地域の
御荷鉾緑色岩類の層面片理面はおおよそ中央構造線

に平行な，NNE－SSWである．

　以上より下諏訪変成岩は御荷鉾緑色岩類に対比され

るとして矛盾はない．本間（1931）は下諏訪変成岩は

第三紀中新世に貫入した石英閃緑岩類に熱水変質をう

けた後，圧砕されて片理を生じたウルトラマイ・ナイ

トであるとした．しかし，これの変成岩にマイロナイ

ト組織は観察されない．相馬（1966）は下諏訪変成岩

は石英閃緑岩体の貫入以前に形成されたものとし，そ

の変成作用を丹沢型としている．

3．横河川変成岩・下諏訪変成岩とフォッサマグナの

運動

　フォッサマグナ内での中央構造線が横河川断層であ

り，横河川変成岩が三波川変成岩の延長であるなら，

これらの位置関係よりフォッサマグナの運動がある程

度予想される．この考えはすでに河内ほか（1966），諏

訪の自然史地質編編集委員会（1975），吉野（1976）に

述べられており，これらはフォッサ・マグナ団研グ

ループ（1958）によるムラサメ帯（中央構造線に沿

う，断層の活動による変質帯）の延長から推定された

フォッサマグナのずれ幅約12㎞に良く一致する．本論

は横河川変成岩を点紋帯を含む三波川変成岩の延長と

考えた．上伊那地域の三波川変成岩には点紋帯が中央

構造線から150m前後の幅に分布しており，これらの

関係から横河川断層が中央構造線の延長として対比で

ぎることはほぼ間違いない．

　以上のように横河川変成岩体と中央構造線の関係に

ついてはこれまで様々な検討がなされてぎた．本論で

は今回，さらに下諏訪変成岩は御荷鉾緑色岩に対応す

るものであるとの結論を得たので，横河川変成岩と下

諏訪変成岩をあわせて三波川変成岩と御荷鉾緑色岩に

対比したことになる．本論文で模式地とした上伊那地

域の黒川沿いの御荷鉾緑色岩は，鷹岩から約300m東

の地点で結晶片岩から緑色岩へとほぼ完全に移行す

る．この結晶片岩と緑色岩の境界部は下諏訪変成岩の

結晶片岩と緑色岩の境界部に対比でぎる可能性があ

る．中央構造線から上伊那地域の結晶片岩と緑色岩の

境界部までの距離はおおよそ3㎞前後であり横河川断
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層から下諏訪変成岩の結晶片岩と緑色岩の境界部まで

の距離がおおよそ3～4㎞である事とほぼ一致する

（第1図）．これらの考えが正しければ少なくとも横

河川変成岩と下諏訪変成岩は上伊那地域の三波川帯か

ら御荷鉾帯に対比でぎることになる．
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図　版　説　明

1：下諏訪変成岩のコートランダイトの中の，かんらん石をポイキリティックに包有する

褐色ホルンブレンド．かんらん石は蛇紋石・角閃石に置換されている．

2：下諏訪変成岩の緑色岩中にみられる縞状構造と，それを切るように成長した接触変成

作用による青緑色角閃石．

B－Hb：褐色ホルンブレンド，Srp＋Hb：蛇紋石または角閃石化したかんらん石，

B－Bt：褐色黒雲母，C－Hb：方向性をもたない青緑色角閃石
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